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【項目】 評価結果 

コメント及びアドバイス ・本プロジェクトは世界で最高かも知れない。また実際に影響力がある本当の国

際的連携がなされている。 

・総合的に非常によいプロジェクトである。世界一流に近い。材料インフォーマ

ティックスを用いることが非常に重要である。コンピュータ科学者との共同研

究が役立つであろう。 

・新材料発見のためにコンビナトリアル化学を実施する計画を開始すべきであ

る。 

・多くの研究がこの研究分野で既になされてきた。研究結果は定性的に述べられ

ている。産業界で実現されたことに対する、この研究の寄与をより明確にする

必要がある。 

・NIMSでデバイスまでトライするのが合目的なのか。研究成果をどのように産業

界へ技術移転するかが重要である。 

 

評価点 A, S, A+, S-, S, A, A, A+, S, A 

総合評価点※ A+ 

 

※評価点の点数は10(S), 9(S-), 8(A+), 7(A), 6(A-), 5(B+), 4(B), 3(B-), 2(C+), 1(C)とする。総合評価

点は評価委員の点数の平均点（小数点第二位以下四捨五入）をXとすると、S:X=10, S-:9≦X<10, A+:8≦X<9, A:7

≦X<8, A-:6≦X<7, B+:5≦X<6, （以下同じ考え方）・・とする。 

 


